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	３　取組の成果・結果（個別避難計画の作成方針等）��　〇庁内、庁外の連携：福祉部局と防災部局間で担当者会議を開催し、作成方針等を協議��　　県の作成方針：ハザード内の避難行動要支援者を優先的に、５年以内に計画作成を進める�　　→市町村担当者説明会にて説明��　〇県内モデル事業等の情報共有による県全体の取組推進、自治体間のネットワークづくり
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